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 あっという間に２０１６年も残すところわずかとなりました。国会では滑り込みのように急きょカジノ解禁法案が

上程され、審議もそこそこに可決成立。世の中全体のどこか投げやりで刹那的な空気を象徴しているかのようです。

思えば２０年くらい前、文部省がサッカーくじを推進したときには随分と批判が起こったものでしたが・・・。それ

がいまや、ギャンブルが成長戦略の目玉と位置付けられるまでに。経済効果については議論が分かれているようです

が、理念のない国になった、との強い思いを禁じえません。少なくとも大学は理念を失ってはならない、ますます

そう思う昨今です。そんな思いを抱きつつ、「２０１６年をふりかえる」というテーマを立ててみました。今回

は書記長の思索を綴ります。 

 

 

特集 ２０１６年を振り返る 
 

四学期制の導入 
埼玉大学における２０１６年の大きな動きといって思いつくのは、やは

り四学期の導入と事務の一元化（学生センター設置と学部総務係の解消）

でしょう。事務の一元化では、同じ部局の仲間どうしが別れ別れになって、

寂しい思いをされた方も少なくないことと思います。教員はちゃんと旅費

の申請ができるか、「学部係」や経理のみなさんはオーバーワークになら

ないか、いろいろ心配ですね。この施策の検証はまた少しずつやってきま

しょう。以下では個人的関心から、四学期制について考えてみたいと思い

ます。 

四学期制の導入は、短期間での単位取得を可能にすることで留学生の受

け入れや送り出しを円滑化、促進することをねらったもののようです。二

学期制と混在する形でスタートしましたが、各方面からの不評の声はかな

り多かったと言えましょう。特に、事前に学生の意見を聞かなかった、２

つの制度が混在することで履修に不便をきたす、等の、学生からの声には

大学側も無関心ではいられず、対応をせまられたようです。教員の目から

見た場合はどうでしょう。一科目週２回の授業で準備が大変、試験準備期

間が十分に確保できず教育効果に不安が、等の声をよく耳にします。学務

事務の複雑化で、職員の負担とストレスが増大したであろうことも想像に

かたくありません。 

他方では、新制度の有効活用を期待する人もいることでしょう。かくい

う私は、四学期に若干ながら期待するところがあります。一つは、非常に

利己的と言われそうですが、２，３か月の研究集中期間を捻出することが

可能になるのではないかという期待です。大学教員がサバティカルをとる

のはどんどん難しくなっています。その状況の中で、２，３か月でも授業

を離れて在外研究、フィールドワーク、本の執筆等に従事する機会がもて

元書記のつぶやき 
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れば、これは貴重と言えるでしょう。そのためなら他の時期に授業負担が集中してもいい、と思う教員はい

ると思います。もう一つは、交換留学そのものはよいことなので、本当にその円滑化・効果の増大につなが

りうるならば新制度を見守ってもよい、という（あまり確信のもてない）期待です。グローバル人材育成の

かけ声の下、随分と海外の協定校が増えましたが、これからは関係の維持と教育効果の面でかなり工夫を強

いられることになるでしょう。その面で四学期制が生きてくるかどうか・・・。単に他の国立大学に右へな

らえで導入したというのでしかないとしたら、期待は薄いかもしれません。 

 

仕事ごっこに忙殺される日本の学校 

日本の教育と研究に関連したことで、２０１６年に報道された２つのデータが印象に残っています。一つ

は、東大がアジアの大学ランキングで１位から７位に順位を下げたこと。順位を発表したイギリスの教育雑

誌は、背景として、日本の大学における資金の少なさと国際化の遅れをしておりました。国内的には、「せ

めて教員の雑用がもっと少なければ」という声が多く出ていたように思います。もう一つ印象的だったのが、

日本の中学校教員の労働時間がＯＥＣＤ諸国の中でとびぬけて長いという報告です。しかも、授業に費やす

時間は他国と同じくらいで、授業以外に関係した労働時間が異様に長いというのです。確かに、日本の学校

の先生たちは、会議、書類作り、さらには部活動の顧問で忙しくて、じっくりと研究したり生徒と向き合っ

たりする時間がない、という指摘・悲鳴をよく耳にします。突出しているという調査結果もむべなるかな、

です。大学の場合、仕事の内容は異なりますが、研究・教育という中心的な事柄以外のことで忙しいという

現状は、中高の先生たちと共通していると言えるでしょう。この雑用による多忙はいったい、日本のカルチ

ャーとでも言うべきものなのでしょうか？ 

カルト宗教の教団が信者のマインドコントロールに用いる一つの方法は、「忙しくさせて、考える暇を与

えないこと」です。ビデオを見せる、説教を聞かせる、奉仕と称した労働をさせる、感想文、反省文を書い

て提出させる、等々の束縛によって、わずかの眠る時間以外には自由に行動したり考えたりする時間を与え

ないようにすることです。そうすると、信者はだんだんと考えることが面倒になって、繰り返し聞かされる

「教え」を受け入れるようになってしまうのだそうです。自由時間を与えるのをおそれるかのごとく、「改

革」の立案・遂行を次から次へと強いてくる今の日本の教育行政は、どこかこれと似ていないでしょうか。

私たちはもしかしてカルトの術中にはまっている？ いずれにしても、諸外国との比較で考えさせられるの

は、一連の「改革」に伴う雑務の少なからぬ部分は、本当に必要なことではたぶんないということです。そ

れらは、仕事というよりは「仕事ごっこ」にすぎません。「改革」で文科省にいい顔したいという考えは、

もちろん大学存続のためには無意味と言えないでしょう。けれども、「ごっこ」に一生懸命になったために

仕事の本当の質が低下してしまったとき、その責任をとらされるのは私たち埼玉大学です。学長以下、大学

執行部の方々には、このダブルバインド的状況にあって、「したたか」な思考で舵取りされることを切に求

めたいと思います。 

 

★新年度役員が選出されました★ 

 ２０１７年度組合役員の選挙が終わり、新しい執行委員、代議員、会計監査委員が選出されま

した。組合員のみなさま、ご協力ありがとうございました。今年度執行部の任期も残り少なくなっ

てまいりましたが、まだできるかぎり発信を続けたいと思います。みなさまよいお年を。 


